
ちょうてい

平元線

西有Iì . 高原 約 213km

この線は京義線西滑iを起点として東進し，高原で成鋭本線と

J妾統する半島償断線の l つである。同級の建設については明治

36 年以来元山，平江~，事:Ufí浦の日本入居留民の巡卸Jがあ ったが，

京元線を先にしたため勢い返延し， 11百和 15 年に建設に着手され

た。この線の建設は中聞に朝鮮中部ー宵梁をなす狼林山脈があり ，

けわしい山岳と深い渓谷にそって行われたので隆道 ・ 持~~佐 ・ 大

築堤等の難工事が多かった。

区 間 キロ程起工 開通

l!l� 抗日 ・ 舎入場 25.0km 大正 15 ・ 5 ・ 6 昭和 2 ・ 11 ・ 1

舎入場 ・ I1関 川 22.3 昭和 2 ・ 5 ・ 20 3 ・ 10 ・ 15

順川 ・ 新;fr 19.7 2 ・ 11 ・ 8 4 ・ 10 ・ 1

新;fr ・ 長林 29.5 4 ・ 2 ・ 1 5 6 ・ 10 ・ 1

長総 ・陽 if21 27.4 8 ・ 8 ・ 1 7 11 ・ 11 ・ 1

陽徳 ・ 天乙 27.9 13 ・ 8 ・ 1 未詳

天乙 ・ 城内 22.8 昭和 8 ・ 10 ・ 27 未詳

城内・高原 30.0 昭和 6 ・ 4 ・ 21 昭和 12 ・ 1 2 ・ 16

図 W'l 線 (東部級)雄基 ・ 濫|潟洞 162.8km 

(西部総)溜阪l洞 ・ 会理容 約 58 " 

H日和 2 ・ 10 雄ii主 ・ 甑山間および甑山・阿吾地問の建設を同時に

茄手し， 逐次工を進めて昭和18 ・ 8 ・ 1 雄主主主主|刻澗聞を全通させた。

なお威鏡線の終端会寧から溜!隙lì何に至る|白図(門鉄道を買収， こ

れを広軌に改軌して，東部紛lに接続し， 東部i線の開通と同時に

巡輸営業を 1)開始し， 14f基から京成に至る直通列車の迎行を可能

ならしめた。

その間昭和 6 ・ 9 ・ 18 満州事変のぼっ発 のため， 本線 と吉敦線

(吉林 ・ 敦化)との述絡を 131 る必要から，南阪に逃する線を昭和

7 ・ 12 に完成して，満州の京凶線に族統し，日鮮満交通に新生簡

を日目 L 、た。

恵山線 吉州 ・ 恵山 約 141 km 

白岩から分れ茂山に至る白茂線とともに，北町ーの森林ならび

に地下資源を開発し，満州内部に迷するー動脈をなしている。

IIH京16 ・ 5 ・ 1 工事に着手し， 昭和 12 年これを全通させた。

ií昔 前i 線 順川 ・ 満首Iì 約 299 km 

昭和 3 年順川・ 伶川聞の突ìH1Iに諸手，満州事変のぼっ発， 満

州国の建国等， 日満関係の急激な変化に伴ない，本線はにわか

に重姿性を加えることになったので，これが完成を急ぐこ とと

な ったが，地勢複雑のため難工事区聞が多 く ， I1H和 14 ・ 9 ・ 28，工

事開始以来突に 9 年 6 箇月の長年月を到して，ょう やく 満浦ま

での全区間1を開通した。同年 8 月満鉄fJIIJの怖河・格安|間鉄道と

述絡すべき満1浦橋梁竣工し， 9 月 28 日 f前打Iì .総斡両線の軌道連

結が行われ， 10 ・ 1 より雨級相互の直通迎紛が開始され，鮮i前交

通史上に一新機軸を画した。

~全線 全州 ・ 順天 133.2km 

本線はPll旦・ 全州問買収線を延長 し， 全州から南 F して順天

に出で，東に転じて普外|に連絡する i産金本線(後線名を改め ， Pll 
皐 ・ 箆水港問を全羅線と称す)とその途中金i也から西進して光

州級官Ji陽に述絡する約 251km の 区間 で， 問鮮における縦横断

線を形成して木浦 ・ 群山およひ.麗7k . 釜山の緒袈港の内陸連絡

路をなす線である。

昭和 4 ・ 4 全州より起工し，昭和 11 ・ 1 2 ・ 16 順天まで竣工，営業

を開始した。

昭和 14 ・ 11 金池 ・ i招陽間工事に若手， その後lllíi天 ・ 背州問工

~1J.を開始した。

東海線

北部総 安辺 ・ IJJ!陽 192.6km 

(安辺 ・前i項 477.9km) 

南部似 釜山鋲 ・ 蔚山 73km 

同線は京元線の安辺を起点としておおむね東海岸を南下して

打Jì項に途する区間と， 京釜総釜山鋲から前山に達する区|湖との

合計 551 km を建設し，すでに総督府において買収した元朝鮮

鉄道株式会社所属の鹿東線を改軌してこれと連絡させ，東部縦

貫線の完成を目的とするものである。

北部線は昭和 3 ・ 2 安辺鉄各間約 3 1 km の路盤工事着手には

じ まり，昭和 12 ・ 12 lJl!陽まで 192.6 km を開通し，引統きlJl!陽三

J!Iji間 103 .9 km および東41 ・協院間 3.7km の工事を進めていた

が， 完成を見るに至らなかった。

南部総は昭和 5 ・ 7 釜山鋭から工を起し，昭和 10 ・ 12 1Ï<lill ま で

の建設を終えた。 一方蔚山・隆州間， !藍州 ・ 大Jíß間，使州 ・ 首lì

項間の既設狭軌鉄道の広軌改良工事を完成して，この区間一円

の広軌軌附による列車運行を実現した。

H百和 15 ・ 4 淵iE聞から興海に向って建設工事を統行したが， 工事

途中にして終戦を迎えた。

白 2主総 白岩 ・ 延社 136.3km 

恵山線白岩から茂山に達する延長約 188 km , f9i.間 0.762m の

狭軌鉄道で， 広大な森林地相を償断し， 国境地帯の資源を|摘発

し， 鮮満交通の整備に資せんとしたものである。昭和 7 ・ 11 白岩

方聞から工事を開始 し， 14 ・ 10 延社まで 136 .3km を開通し， 引

続き延社 ・ 茂山|苅 51 km 余の工事を進めていた。この鉄道の治

線ー械は海抜1 ，000 m 以上で，と くにこの鉄道の起点白岩付近は

海抜 1 ，400 m 以上，北渓水駅の如きは突に海抜 1 ，720m の高所に

あり ，厳寒には零下 40 数度にも迷することがある。

中央線 氷川 ・ 京城 345.2km 

本級建設の主要目的は大Jíß陵州問鉄道の広軌改築と相まって

半島第 2 の縦覧総を形成し，資源、の開発，産業の発注を促進す

るとともに，京釜本線の輸送緩和を図らんとするにあった。昭

和 11 ・ 12 氷川より， 翌年 1 月 東京城(消涼亙)よりそれぞれ工事

をはじめ， 北部線は昭和115 ・ 4 東京滅(消涼里)・原州間 108.4 km

を，同じく 15 年 3 月南部線の氷川・鹿北安東閉 89km を開通

した。 17 . 4 ・ 1 ・ 全通営業開始した。

全車E線 在II !Ii ' 全州 25.3km 

順天 . Im水港 43.3 

元全北鉄道株式会社総であ っ たが， 昭和 2 ・ 10 買収と同時に広

軌改築に若手し，間]4 ・ 9 竣工，また本線中順天 ・ 麗水港問鉄道ー

は全南光州・ lllíi天間線路とともに昭和 11 年南朝鮮会社線を買

収したものである。

参考文献 朝鮮総信府鉄道 30 年史(日百和 16 年)。鮮鉄営業概

況年報(昭和117 ・ 18 年) ， (遠藤武)

ちょうてい 調定(国鉄会計) 会計長が，現金の収納に当り，

その収入すべき金額の当否，現金の支出に当 り，その支払すべ

き金額の当否を剥査決定することをいう。調査決定の略語であ

る (日 本国有鉄道会計規程第 57 条)。

会計長の調定は， 事前に要求者から送付された収納伝架また

は支払伝緊ならびに伝票に添附されている関係書類により，そ

の当否を審査し，適正と認めたときは，伝票に命令印を拘!して

現金l:H納職員に交付し，現金の出納を行わしめることを原則と

している。例外として，事後調定(本直収入， 本駅直払)を行 っ

ているものもある。

会計長は，現金を収納すべきものについては，要求者から送

付された当該収入に係る要求伝票 ・ 契約書その他の関係留類に

もとづいて，当該収入が法規または契約条項に違背しないかど
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